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緒言
 冠動豚狭窄あるいは冠閉塞左どによって惹起される虚血性心疾患の際冠動豚間吻合発達による代
 償的副血行循環は極めて重要な意義を有することが知られ,さらにその発生機転ならびに発達促進
 因子の検討は近年積極的にか.上る副血行循環を促進させようとする試みに至った。その1っに日常
 手軽に行ないうる方法として運動負荷があげられている。すなわち運動負荷が虚血性心疾患におけ
 る冠動豚間吻合発達を刺戟し・助長せしめるであろうという期待であって・最近提唱されている冠
 閉塞発作後早期離床のねらいもこ玉にある。しかし運動負荷が果して冠動豚間吻合発達を促進させ
 るかどうか亀また発達が促準されるとしても機能の問題についてまだ直接的な証明峠なされてい逢
 い。そこで著者は冠閉塞後の運動負荷がその後の冠動豚間吻合の発達,ひいては冠副血行循環にい
 かなる影響をおよぼすかについて検討すべく・.次の実験を行なった。.
実験方法
 正常成犬20頭にづき冠動豚左前下行枝を一定の部位・'すなわち左前下行枝分岐部より約1～
 1.5㎝味梢,左室間枝第1枝を分岐した直下で結紮し,一定期間オリの中に安静を保たしめた後,
 廻転速度100m■血nのトレッド・ミル上で10分間,毎日朝夕2回・週5日間運動負荷せしめ
 1部について運動中あるいは運動直後のテレメータ」心電図を記録した。全例を冠閉塞後1週間安
 静,4週間運動負荷した1群,2週間安静,5週間運動負荷した五群,3週間安静,2週閥運動負
 荷した皿群,4週間安静,1週間運動負荷した1V群にわけ,全例冠閉塞後5週間日に冠流血量をは
 じめ冠循環諸量を測定し,,同時に記録した心室表面直接誘導心電図と対比し,ST上昇の出現ある
 いは消失するに至る限界値を求めたのち,摘出心にっき冠動肱造影を行い,.太さ1pOμ以上の冠
 動豚間吻合数を算出した。また結紮直下部より約5翻間隔噂横断連続組織標本をつくり,組織学的
 に心筋傷害ならびに修復過程を観察し,更に心筋硬塞部(瘢痕部)を紙片に投影すざことによりそ
 の重量を測定,全心筋組織に対する比で示すととにより硬塞巣の広がりを足毫的にあらわした。以
 上の成績を各群別ならぴに先に当教室より発表された種々の実験的冠薩害犬における成績と比較検
 討した。
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 1)懸物の多くはよく運動負荷に耐地力㍉冠閉塞後1週目莇濁賄鰯始確1例
 は急性心不全で死亡した。また早期運動開始群ほど運動中ないし直後の心電図でST・丁異常,調
 律異常所見の高度に出現する傾向にあった。2)冠動豚聞吻合数を各群ごとにみる'と,1,π群
 すたわち冠閉塞後1～2週の早期に運動鳶開始した群では皿・N辞すなわち冠閉塞後5喝4週の
 後期から連動を開始した群に比較してその数は多く・字00μ以上の吻合につい∫みても同様で
 傾向であった。噂のことから冠閉塞後早期からの運動負荷は冠動豚間吻合発達鱒促進的に作用す.
 ,るといえる。.5)結紮部末梢における心室表面直接誘愚ら軍図では・・冠流血量の増減にしたが
 ってST上財可逆的踊失・戯し・その部への血行馴存甜融と砺す・この心室表面
 直接誘導む電図上s・T・丁上昇の出現あるいは消失するに至る冠流血量の限界値はL∬群で高く・
 皿,N群では低い傾向を示しだ。4)この冠循環諸量の限界緯と冠動脈間吻合数との関係をみる
 と・吻合数が多巨程冠流血量の限界値は高く・正の相関が認められ,この関係は冠酸素供給量,'
 心筋酸素.摂取量と吻合数との関係をみて.も同様であった。このととは早期運動開始kよ?て
 発達が促進さやた冠動詠間吻合が,そ'の数が多いからといってか左らずしも機能的に有効.とはい・
 えないことを意味する。5)組織学的には全例に心筋硬塞像を認あたが,これを1,】V群につ
 いてそ斧結紮直下部および末槍部の心内膜・心外膜部における寒輝ヒの過程をrecentnecro-
 si織Vascu■arisatう。亘,Fibrosisの三段階にわけて観察すると・1群は1V群に比
 してrecentNecros‡sが多く・他方Vascu■arisa七ionは】V群に多い傾向を示し・
 定量的に毛細血管の増生を算出してみても同じ傾向にあった。.6)硬塞巣範囲の全心筋に対する・
 .比をみ為と1・∬群では1Z8%・.脚51%・W群15・4%と脚健動開始レた群に大き
 い候向を示し」これと冠流血量の限界値の関係をみると,硬塞巣め大なもの程冠灘血量の限界値
 も高く・正の相関関係を示した。7)心重量対体重比をみると,1,π群においてあきらかに皿
 】V群より高い値を示し,冠閉塞後早期の運動負荷は心肥大の傾向をもたらすといえる。8)以上
 のことから、冠閉塞後略'～2週の早期からの運動負荷は豊富た冠動詠聞吻合発達を促進せしめる
 けれども・その機能面からみて,それらの吻合のすべてが生体に有利な副血行循環を形成すると
 はい工難く,'運動負荷によ'り不自然に促進せしめられた吻合の一部は心筋代謝に関与することな
 く・瘢痕部を介して直接静豚側ぺの短絡路を形成するいわゆるma■㍉gnant.An母stomos-
 i8の形をとると考えられ,形態的にも早期からの運動負荷は,硬塞巣を拡大し・心肥大の傾向
 をもたらし書か上る均ahgnantAnas七〇mosi8の形成を助長するものと推定される。,一
 方冠閉塞後4週からの運動負荷は,形態的にも機能的にも,有効な冠動豚間吻合を形成する'と考
 えられ,従って冠閉塞後早期の運動員.荷は生体にとって望ましいもめでなぐ,運動を負荷する時
 一期は冠閉塞後少左くとも4週以降にすべきであろう。
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 審査結果の要旨
 虚血悔ひ疾、患K距いて冠動脈間吻合による副行循環が重要な意義をもつことは今日・殆んど異論が
 なく,虚血性心疾患に対し積極的に有効な副血行循環形成を促かす試みが検討されている。七の一
 つとして適度の運動負荷があげられている鵜果して運動負荷が実際に冠動脈間吻合を増加せしめ
 るか否かについて未だ直接的証明が覆い。そこで著者は臨床上最も関連の深い急性冠閉塞時にかい
 て,その後加えられた運動負荷が冠動脈間吻合発達及び硬塞巣にいがなる影響を及ぼすか検討を加
 えている。
 すなわち実験的冠閉塞犬20頭につき,冠閉塞後1週間安静を保たしめた後4週間トレッド・ミ
 ルで運動負荷せしめた一群,2週間安静後5週間運動負荷の0群・3週間安静後2週間運動負荷の
 m群,`週間安静後1週間運動負荷の四群にわけ,各働⊂ついて5週後に冠循環諸員を測定し,摘
 出心につき冠動脈造影を行って冠動脈間吻合を追求更に組織学的検討を㌍え,次の様な結論を述
 べている。
 即ち,
 1)実験動物はよく運動負荷に耐えたが,冠閉塞後1週目から開始した1例は心不全で死亡した.
 また早期運動開始群ほど心電図上ST・丁異常が高度に出現した。
 2)冠動脈間吻合数は早期運動開始群に多く,200μ以上の吻合,また結紮部末梢へむかう吻合
 数についても同じ傾向であり,冠閉塞後早期からの運動負荷は冠動脈間吻合発達を促進する。
 5)結紮部末梢心室表面直接誘導心電図では冠流血量の増減にしたがいST上昇が可逆的に消失,
 出現し,その那への血行路の存在することを示した。このST上昇が出現消失するに至る冠流血
 量の限界値は早期運動開始群ほど高く,この限界値と冠動脈間吻合数の関係をみると,吻合数の多
 い程限界値は高く,正の相関を示ら早期運動負荷によって発達が促進された冠動脈間吻合は,か
 ならずしも機能的に有効でないことを示した。
 4)組織学的には全例心筋硬塞像がみられたが,特に1群は四群に比しreoen七'ロ6crosis
 が多く,vaSGUlariza琶OnはIV群に多く,定量的に毛細血管増生を算出しても同じ傾向に
 あり,また硬塞巣の広さを全左室筋に対する比で示すと早期に運動開始した群ほど大きい傾向があ
 り・また硬塞巣厭き輪の程冠流血量限界値も高く・正の相関脅示した。
 5)心重量対体重比は1,旺群では皿,狸群に比して高く,冠閉塞後早期の運動負荷は心肥大の傾
 向をもたらす。
 以上から冠閉塞後早期からの運動負荷は冠動脈間吻合発達を促進せしめるが,機能的にはそれら
 がすぺて生体に有利な副血行循環を形成すると》・い難く,形態的にも硬塞巣を.拡大し,心肥大の傾
 向をもたらす故に運動負荷を開始する時期は冠閉塞後少なくも4週以後にすべきであるとしている。
 以上の結果から本論文は充分学位に値するものと認める。
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